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 各  位 

 

中 野 市 長  

 

 

   令和８年度信州やまなみ国スポ剣道競技リハーサル大会仮設床作製・設置工事 

  （債務負担行為設定事業）に対する質疑について（回答） 

 

 標記の件について、下記のとおり回答いたします。 

 

記 

 

質 問 事 項 回 答 

桧フローリングの仕上げについて、表面

の研磨のみでよろしいでしょうか 

体育館の様に塗装の仕上げの場合、ジョ

イント部から下の既存仕上げ床の上に

塗装が流れる恐れがある為、養生処理や

塗装が固まったら一時撤去時に切り離

す手間があると思います。指示願いま

す。 

※研磨のみの場合でも少量と思います

がコートライン引きの際同様のことが

起こると思われます。 

お考えのとおりです。 

なお、パネル間には実（さね）があるた

め、塗料の垂れは想定していません。仮

に生じた場合は、クリーニング時に対応

することとしてください。 

なお、一時撤去時はパネルごとに分けて

仮保管を行い、次回大会設置時に再度研

磨、塗装を行います。 

桧集成材については、桧の無垢材又は積 

層材のどちらと考えていますか。指示願 

います。 

積層材としてください。 

南北断面図の既存フロア―はビス打ち 

とダボ打ちで固定していますが、今回は 

パネル及び廻縁材の固定ではビス打ち・ 

ダボ打ちは行わないものと考えてよろ 

しいでしょうか。 

北側は、面木部分をビス打ち込みのうえ

シール処理、南側は既存壁へ突きつけ、

東側及び西側は、面木部分をズレ防止の

ため、両面テープ固定としてください。 

 

※「質問事項」については、各業者から提出された原文をそのまま使用しております。 
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（内線 395） 

 


